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研究室における電子計算機利用

　　　　　　　平　　　孝　清

岩手医科大学歯学部口腔生理学講座＊（主任：鈴木隆教授）

〔受付：1981年9月10日〕

　最近，マイコン（micro　COmputerの略）ブ

ー ムといわれ，小中学生が電気店で熱心にキー

ボードを操作している姿が目につく。とかく敬

遠されがちであった電子計算機（digital　com－

puter）が身近な存在となりつつある。

　そもそも電子計算機技術は第二次大戦中，弾

道に関する大量で迅速な計算の必要性から開発

研究が集中的に行われ，その結果進歩したもの

である。開発当時に用いられていた内部素子は

真空管であり，その情報処理能力も小さかった

が現在では数mm立方のチップ中に何万個も

の半導体素子が組み込まれた大規模集積回路

（LSI；1arge　scale　integrated　circuit）が用

いられるようになり，電子計算機の情報処理能

力は格段に大きくなっている。

　電子計算機の最も大きい特徴は大量の演算処

理を短時間で行ってしまうところにある。この

ような特徴を生かし医学，歯学の分野でも多方

面にわたって電子計算機が利用されてきてい

る。我々も日頃，いったい自分の仕事の中のど

の部分を電子計算機に任せることができるかと

考えることが多い。大ざっぽに結論を述べる

と，たとえば統計処理などで経験するような，

うんざりするほど単純な繰り返し作業は電子計

算機に任せることができるといえる。反対に人

間が得意とするパターン認識のような物事の微

妙な総合的判断は苦手である。さて実際に研究

老が自分の仕事に電子計算機を導入するとなる

と，予算金額，システム立案，製作……などと

多くの困難が存在するようである。以下に電子

計算機をどんなふうに使えるのか幾つか例を挙

げて簡単に述べたいと思う。

実験操作の自動化

　動物が行っている学習行動などを解析するた

めに様々な実験操作の反復が必要とされるが，

このような実験に電子計算機を導入することに

よって省力化を図ることができる。たとえぽ動

物にある刺激を与え，これに対して動物が規定

の行動をとった場合は報酬としてジュースを与

える。同時に神経活動や筋活動を記録する。こ

れらの計測は各手順を予め電子計算機にプログ

ラムしておくことにより実験者の手を煩わすこ

となく自動的に遂行できる1）’2）。また，このよ

うな種類の計測制御に限らず，電子計算機は組

織標本の染色過程の自動化や化学実験における

反応制御などにも応用されうる。

データの記録・収集管理

実験操作が単純作業の繰り返しである場合，
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応答や結果など記録するべきデータ量が膨大に

なることが多い。このような大量のデータは磁

気テープや磁気ディスクなど電子計算機の外部

記憶装置に項目別ファイルとして記憶させるこ

とができる3）。実験後研究者は常に自分が必要

なデータをディスプレイ装置の画面やプリンタ

で観察することが可能となり，ノートやグラフ

用紙の山の中でデータを探す作業から解放され

る。これと同様なタイプの電子計算機利用例と

して文献検索が挙げられる。

データ解析

　蓄積された実験データは何らかの数学的方法

で解析される。一般に電子計算機には素人でも

使えるフォートラン（FORTRAN）のような

プログラム言語が幾つか用意されており，これ

らを使用することによって非常に多様な数値計

算が可能である。計算結果は前と同様，ディス

プレイ装置やプリンタへ出力される。ただし，

研究者が数値解析に直接携わる場合は数値計算

法とプログラム言語4）について多少勉強するこ

とが必要である。

　医学の分野ではこの他に病院全体の管理や

CT（computed　tomography）スキャンなど

の大規模システムの中枢として電子計算機が導

入されているが，ここでは我々のような小さい

岩医大歯誌　6：157－158，1981

研究室でも手が届きそうな電子計算機利用を想

定して述べてみた。しかし規模が小さいからと

いって簡単にこれを導入できるとは限らない。

各自が持つテーマとぴったり合う計算機システ

ムを具体的に誰がどのようにして作り上げるか

は難しい問題である。二年ほど前，我々が所属

している日本生理学会の内に「生理学コンピュ

ー タ研究会」が発足し，年に一度各自が持つ技

術を公開したり，計算機応用例とその問題点に

ついて討論して研究者相互の情報交換を行って

いる。本学においても研究者レベルでの電子計

算機利用について議論が盛んに行われるように

なることが望まれる。
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